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愛知県岡崎市のムカシトンボの分布概嬰
山本 英治・柵木 宗孝

岡崎市のムカシトンボの記録は新編岡崎市史の

資料編の鈴木(1985)には岡崎市内からは記録され

ていないが市が額田地域と合併した段階で． 分

布が知られている額田地域が加わり ， 安藤ほか

(1990)が「愛知県のトンボ目」の中で， 古くから

知られていた額田町クラガリ渓谷などが記録され

ている。 箪者らは市が額田地域と合併を機に本種

の分布について調査してきたが， 下記の地域で成

虫や幼虫を確認したのでここに記録する。

1.乙川水系：千万町 ， ヤゴ（図下）， 21-II-2009；毛呂町 ，

ヤゴ． 31-VIII-2011:木下町 ， ヤゴ， 31-VIII-2011.

2.男川水系：石原町 ， ヤゴ， 3-V-2009;石原町 ． 、

6'1（図上）早1. 10-V-2009;石原町 ， ヤゴ ，

Vl-2009;石原町 ヤゴ， 29-VIII-2010;石原町 ．

ヤゴ， 24-IX-2010.

3.巴川水系：千万町 ヤゴ， 16-V-2010.

これまでの調査主としてヤゴ（幼虫）で生息を

確認したが、 一部では成虫でも確認した。 これま

での調査では 岡崎市での本種の分布は ， 額田地

域の乙川水系と男川水系と巴川水系の上流部に限

られているように思われる。 詳しい採集地点につ

いては， 本種の保全の意味もあり ， 省略した 。末

尾に岡崎市のトンボ類の分布について， 種々指導

を頂いている鈴木栄二先生に感謝の意を表する。

上
下

図 ムカシトンボ． d'. くらがり渓谷(10- V -2009)
ムカシトンボの幼虫 ． 千万町(21- II -2009)
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オナガカツオゾウムシを豊川市で採集
城 殿

筆者は愛知県未記録と思われるオオナガカツオ

ゾウムシLixus moiwanus Konoを愛知県農田市（旧

稲武町）においてセリ科植物上で採集したので報
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愛知県豊田市小田木町． 2exs.. 31-VII-2011.城殴採集 
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ヒゴトゲハムシを岡崎市で採集
城 殿 生
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ヒゴトゲハムシDac tylispahigoniaeは． 愛知県 引用文献

では山崎（2011)によれば 豊田市や新城市作手地 山崎隆弘(2009）． 三河の昆虫， （56): 682在692.

域で記録されている。 本種の寄生植物のムラサキ ·---ーーーー(2011). I司上 ． （58): 735-736 

シキプは三河地方に多く自生しているが， 本種の 吉鶴靖則（2010).同上， （57): 721-723. 

記録は少ない。 筆者は岡崎市で本種をムラサキ

シキブの葉上で採集したので報告する。

標本：愛知県岡崎市桑原町 ， lex., 22-V-2011,城

殿採集。

サシゲチビタマムシを豊川市で採集
城 殿
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愛知県では記録の少ないサシゲチビタマムシ 参考文献

Trachys robustaを愛知県豊川市御津町広石御津山 城殿浩（2006)三河の昆虫 ．（53): 616. 

でシイをスウィ ー ピングして採集できたのでここ 蟹江昇ほか(2008). 佳香蝶 ， （60): 207-230. 

に報告する。

標本：豊川市御津町広石御津山 ． lex.. 31-VII-

2011.城殿採集．
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図9 . チャイロスズメバチ

コシブトハナバチ科Anthophoridae

ルリモンハナバチ

Thyreus decorus (Smith) 

東山町四丁目 ．31-VIII-2011,lex. （中尾文香）

ミツバチ科Apidae

オオマルハナバチ（図1 0) 

Bombus hypocrita hypocrita Perez 

市木町赤根 ，l-V-2010,1早（撮影） ；市木町赤根

.5-V-2010.1早（加藤実）

マルハナバチ ・ ハンドブックでは愛知県は分布

域に入っていない（鷲谷ほか， 1997)が、 豊田市

では六所山（豊田市教育委員会・農田市史編さん

専門委員会 ，1978;小嶋ほか ，1979)で報告されて

いる。 2011年には当地で複数目撃したほか、 6月

14 日には近隣の琴平町三山口でも確認したので、

豊田市高橋地区では定着していると思われる。

図10. オオマルハナバチ
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矢作川水系におけるクロサワドロムシの記録

ク ロ サ ワ ド ロ ム シNeoriohelmis kurosawai

Nomura は愛知県レッドデー タブックでは絶滅

危惧II類(VU)に選定されているヒメドロムシ

科の水生甲虫である。 矢作川水系におけるヒメド

ロムシ類は、 吉富らによって採集記録と過去の文

献記録がまとめられており、 この報告によるとク

ロサワドロムシは関東地方～東北地方南部、 新潟

県では採集記録が比較的多いが、 中部地方では生

息数が少ないという（吉富ほか， 1999)。

策者は平成23年3月から10月までに矢作川水

系の103地点において約1,600頭のヒメドロムシ

類を採集した。 このうち本種の採集個体数はわず

か3頭であり、 この水系での希少性を示す結果と

なった。

今回は本水系で希少であるクロサワドロムシの

採集地について分布記録として報告する。

くデ ー タ＞

•愛知県豊田市大野瀬町マルノ ， 2- W -2011,

lex., 標高570 m.

野入川の抽水植物の根際より採集した。 河川の

水量は豊富で流れの強い環境であった。

•愛 知 県豊田市猿投町猿投山 ， 13- VIII -2011,

lex., 標高440 m.

広沢川源流部の細流に沈んだ流木にしがみつい

ていた個体を採集した。

市 川 靖 浩

回報告した3地点の生息地は標高400 m以上の比

較的標高の高い河川や沢から確認した。 本水系以

外の既知産地は、 庄内川水系赤津川（吉富ほか，

1999)でー か所のみ確認されている。

本種の生息環境は河川の源流 ・ 上流部で抽水植

物の根際や流木などであるが、 これらの生息 環境

に着目し本種に特化した採集を試みれば、 同様の

環境で生息が確認できると思われる。

今後は、 さらに本水系の分布域を明らかにする

ことはもとより、 県内の他水系についても調査を

すすめ、 その生態を明らかにすることが望まれる。

（豊田市大野瀬町マルノ ． 2- VII -2011, lex． ， 箪者採集・保管）

•愛知県豊田市御内町大洞 ， 16- VII -2011, lex., 引用文献・参考文献

標高630 m. 愛知県(2009)レッドデー タプックあいちー動物親ー2009 • 

森林の中を流れる田之士里川で川底に沈んだ植 297pp 

物の根や枝葉がからみあった固まりから採集し 佐藤正孝・成瀬善一郎(1963)矢作川流域の水生甲虫類

た。 矢作川の自然163-172

吉富博之・白金晶子・疋田直之（1999)矢作川水系のヒ

矢作川水系の既知産地は、 長野県下伊那郡根羽 メドロムシ ． 矢作川研究 ． （3) : 95-116

村大代（吉富ほか． 1999)、 岐阜県恵那市上矢作

町小田子（佐藤・ 成瀬． 1963) の記録がある。 今
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岡崎市樫山町の「おおだの森」のカメムシ類などの記録

三河昆虫研究会では、 年4回採集会を実施して

いる。 毎年趣向を凝らした企画がされている。 時

間の都合で4月29日の時に参加したので、 若干

であるが、 カメムシ類など について報告する。

旧額田町地内についてはこれまであまりまとめ

られた報告例はなく、 岡崎市に合併したことでこ

れからまとめられる機会は消失するよう に思われ

る。 そういう意味でも 、 今回のスポット的である

が基礎資料となれば幸いである。 調査した額田支

所とおおだの森 について述べること にする。 調査

日は平成23年4月29 B（日）である。

採集会の企画や当日の案内など労を取られた山

崎隆弘氏に感謝申し上げる。

1 額田支所

会員の集合時間まで、 旧額田町役場周辺の灌木

を調べてみたところ、 次のような種が見いだされ

た。

l)ムネ アカアワフキHindoloides bipunctatus

(Haupt,1923).Zexs.

2)ツマグロオオヨコバイBothrogonia

ferruginea (Fabricius,1787).lex.

3)クロヒラタヨコバイPenthimia nitida 

Lethierry,1876.lex.

4)トサカグンバイStephanitis takeyai Drake

et Maa.1953.lex.

5)コバネナガカメムシDimorphopterus pallipes

(Distant,1883).lex.

なお 、 敷地内の一角に森の駅があり、 大平仁夫

会長 、 山崎隆弘副会長らが夏季に昆虫展を開催し

ている。

2 おおだの森

額田支所の駐車場から見える位置にあるのがお

おだの森である。 標高は 262 mであり 、 山頂には

展望台やアスレチックなどがあり、 春には桜が満

開となり訪れる にはよいところである。 展望台で

の旧車道を調べてみたところ、 僅か次の種が見い

だされただけである。

浅 岡 孝 知

l)シマサシガメSphedanolestes impressicollis 

(Stal.1861).2exs. 

カメムシ類に比べて、 コウチュウ類はカエデや

サクラ などの花に多数飛来してきている。 アカハ

ラクロコメッキAmpedus hypogastricusなど 5種

のコ メ ッ キム シ 類、 ミヤマルリ ハナ カミキ リ

Anoplodera azumensisなど 6種のカミキリムシ類、

クロボシッツハムシCryptocephalus signaticepsな

ど4 種のハムシ 類、 ズビロキマリモドキGnesis

helopioides、 ヒメアカホシテントウChilocorus

kuwanaeなど平地に見られる種が 一通り見いださ

れ る。 山頂の広い広場で は 、 ヒオドシチョウ

Nymphalis xanthomelasやルリ タ テハKaniska

canaceなどが確認できた。

図1. おおだの森山頂部一額田支所から

余談であるが、 本道から脇道の遊歩道で下山し

ところ、 イノシシなどのけもの道 にも利用されて

いるらしくマダニの幼虫が路傍の草木に待ちかま

えていて被害を被ってしまった。 数十匹がズボ ン

に付いていた。 久しぶりのことであった。
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あとがき

前述のように， この「おおだの森」は， 山麓の

一部の植林地を除いて、 広葉雑木林で覆われてお

り， 調査が進めばさらに多くの種が見出されると

思われる． ここでは21種を記録したが， この内

の2, 5. 12. 18, 19, 20 の6種は額田地域から未記録

の種であったが本宮山と闇苅渓谷を含む地域を

加えると， 12. 19の2種だけになる．

ここに記録した4月30日の研究会の合同調査

資料は， 同行して支援をしていただいた山崎隆弘

氏と浅岡孝知氏の採集個体も含まれているが． 採

集しながら個体の授受をしていたので， どなたの

採集品か識別ができなくなったので， 全て箪者の

採集品として記録した．

引用文献

大平仁夫(1985)岡崎市の動物一コメッキムシ科ー ． 岡崎
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愛知県東海市で5月にイチモンジセセリの生蛹を確認

イチモンジセセリParnaraguttataは農業害虫で

あり、 農業試験場等の記録では、 越冬可能な場所

は福島県以南の太平洋岸の地域とされている。 愛

知県内の本種は、 気候の温暖な沿岸部を除いた内

陸部では、 第1化（第1世代）の成虫が5月中旬

から6月上旬にかけて局地的にわずかに見られる

年があるかないかの状況であり、 しかもこれが県

内で発生した個体なのか飛来個体かは不明で、 実

際に野外の自然状態で越冬態が観察された例は少

ない。

箪者は2011年5月15 日、 愛知県東海市名和町

前郷の自宅にて、 植木鉢に植栽したショウジョウ

スゲの根際よりイチモンジセセリの越冬巣を発見

し、 巣中より生蛹を確認した。

この植木鉢は前年秋に自宅の北側の直接陽の当

たらない風通しの良い場所に置いてあり、 同じく

隣接して置いてあったミヤマクロスゲの植木鉢の

植栽にはイチモンジセセリの著しい食害が見出さ

れたが、 やがてそれも枯れて同時に幼虫も死滅し

たと思い込んで、 春先までそのままに放置してお

いた。 4月になってショウジョウスゲの新葉が新

たに伸張したため、 そこに南アルプス産のベニヒ

カゲを袋掛けして飼育を始めたが、 その観察中に

大 曽 根 剛

ショウジョウスゲ根際のイチモンジセセリの越冬巣（破線部）

発見したものである。 おそらく、 ミヤマクロスゲ

を食した幼虫がショウジョウスゲの植木鉢に移動

し、 幼虫で無事に越冬し、 春先にそのまま蛹化し

たものと思われる。

蛹 は巣中に地面とほぼ平行な状態で横たわって

おり、 巣の吐糸は地表面の枯葉間に強固に入念に

行われていた。 なお、 成虫は5月19日に1早が

羽化した。

気象庁東淘観測所の記録では、 2011年1~3月

の日の平均気温は3.6~7.8℃で、 過去10年間の

同時期の気温の比較で本年が最も低かった。
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(1996)設楽町誌 ー 自然編：甲虫目：449-551. 山崎隆弘(1990)愛知県のハムシ科． 愛知県の昆虫（上）：

拇田昆虫友の会(2000)豊田の昆虫II． 猿投山の昆虫(1): 1-58. 434-460 

田中 番ほ か(2001)昆虫確認種 一 党表． 矢作川研究

(5):223-253 

岡崎市でムラサキツヤハナムグリを採集

ムラサキツヤハナムグリ Protae tia (Liocola) 

ca taphracta は愛知県では記録の少ない甲虫であ

る。 三河地方では豊根村、 旧富山村、 東栄町、 豊

橋市といった三河山間部の地域から記録され、 山

崎隆弘氏は旧作手村守義で本種を得ている。 いず

れも標高500m内外の地域が中心である。

筆者は岡崎市茅原沢町（標高40m)でバナナに

よる果実トラップにより採集したので記録する。

採集記録

岡峙市茅原沢町 l早 ． 18- VI -2011 

1 t 1早 ． 26- VI -2011 

1早 ． 02- Vll -2011 

鈴 木 栄
―

引用文献 川井信矢ほか(2007)日本産コガネムシ上科図説

山崎隆弘(2003)ムラサキツヤハナムグリ作手村で採集 ． 三 第2巻 食葉群I

河の昆虫(50).P558

．

岡崎市でミヤマサナエの羽化殻を確認

ミヤマサナエ Anisogomphus maackiは愛知県の

大きな河川流域から知られ、 三河地方では矢作川

や豊川流域を中心に記録されている。

筆者は岡崎市須渕町で羽化殻を確認、 採集した

ので記録する。

採集記録

岡崎市須渕町 lex, 02- VII -2011 

参考文献

愛知県(1990)愛知県の昆虫（上）

豊田市(2005)豊田市自然環境基礎調査報告書

鈴 木 栄 ―
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2011年度の採集会の概嬰と「しらびそ高原」採集記

しらびそ峠に到着した参加者ら

2011年度も山崎副会長の積極的な会員の交流と

昆虫調査を目的に4回の計画がなされた。4月28

日は岡崎市のおおだの森で、 大平、 浅岡、 判家、

伊藤、 山本、 山崎の各氏6名が参加。5月8日は

渥美半島赤羽根の尾村山で、 水野、 中根、 伊藤、

山崎の各氏4名が参加。5月15日は梶島であった

が、 渡船の都合により、 幡豆の三ヶ根山と蒲郡市

の御堂山さがらの森に変更した。 大平、 伊藤、 山

崎の3名が参加。

7月6日は「しらびそ高原」であった。 今回は

これについて紹介したい。 早朝の7時に、 豊川市

のぎょぎょランドに大平会長のほか、 山崎、 中根、

水野の各氏と筆者の5人が集合し出発した。 新城

までは通勤時間帯のため渋滞気味であったが、 そ

の後は東栄町、 新野千石平、 遠山郷で休憩をしな

がら、 しらびそ峠には11時に到着した。 当初の

予定していた7月4日は雨天で延期していたが、

本日は晴天で峠からは南アルプスの雄大な山々が

望められた。 その後エコー ラインを南へ進み、 御

池山登山口に11時30分に到着した。

この登山口の標高は1780m、 御池山は1902m。

登頂すれば大型の隕石クレ ー タ ー 跡が見られる。

しかし、 登山よりはまずは採集だ。 ネットとカメ

ラを持って飛び出した。「スジボソヤマキチョウ

がいるはずだ」と山崎氏の言葉に期待したが、 そ

の姿はなかった。

伊 藤 昭 博

3.000の南アルプスの山並みを望む

30分後に昼食を摂り。 成果を持ち寄って話し合

った。 今年は季節が7日から10日程遅れている

ようで蝶の発生もずれているようだ。 見られたの

はテングチョウ、 ヤマキマダラヒカゲ、 モンキチ

ョウなどであった。 ヒョウモンチョウ類やタテハ

チョウ類はほとんど見られず、 どこでも見られる

ジャノメチョウばかりであった。 大平会長が「花

が咲いてないと甲虫が採りづらい」と、 山崎氏は

「季節が遅れているので標高の低い下栗方面に下

りながら採集しましょう」ということで、 道中3

ヶ所で下車しては徒歩で採集しながら進んだ。 山

崎氏は山地性のミドリカメノコハムシやメスグロ

ベニコメッキなどを得たようだ。 また、 水野氏は

オオセンチコガネを5頭も採集したし、 中根氏も

1頭得たようだ。 大平会長は、 山地性のコメッキ

ムシを若干得られたようでやれやれ。 その後、日

本のチロルと呼ばれている「下栗の里」の風景を

眺めながら帰途についた。

成果は期待した割にはやや少なめであったが、

2000m級の近い高原へ皆で出掛けて昆虫採集を十

分堪能したので、よき思い出となった。すでに、「次

回の採集会へと」夢を膨らませる一日にもなった

ようだ。



2012年3月 三河の昆虫（59) - 776 -

ナミハナムグリを岡崎市小呂で採集

ナミハナムグリCetionia pilifera は， 各地の里山

に広く分布する種であるが， 松野（更）•松野（光）

(1975)によれば， 「各地のH録や図鑑では普通種

になっているが 当地方の個体数は決して多くな

い」と記録されている． また山崎(2011) は， 三河

港ではトベラの花上では普通にいるとされてい

る。 しかし大平(1985)は， 岡崎市池金町と蓬生町

から記録「市内では， 希に見出される」としている．

その後の記録は不明であるが， 筆者は小呂町で花

に飛来していた図示した1雌個体を見出したので

記録する．

標本： l雌 岡崎 市小 呂 町（小呂湿地内），

29.IV.2011,大平採集

引用文献

松野更ー •松野光泰（1975)東三河の食葉コガネムシ． —

河の昆虫 ． （12 • 13):45-51.大平仁夫(1985)新編岡崎市史（

大 平 仁 夫

自然）14 ー岡崎市の甲虫 ー ：1024-1026. 山崎（2011)愛知

県三河港埋立地で採集した食葉性コガネムシ． 虫譜，

50(1): 23-26. 

安城市今池町でシロオビフユシャク

安城市今池町産 シロオビフユシャク？

小 鹿

勤務校の外灯に飛来していたシロオビフユシャ

クAlsophila japonensis (Warren, 1894)（シャクガ

科）を元日の朝に見つけた。 文献などによると、

この仲間としては、 もっとも普通の種のようでは

あるが、 周囲は高層マンションに囲まれで、 緑の

乏しい環境である。 元日の朝の思わぬ来訪者にさ

い先のよい新年のスタ ー トであった。

《デー タ》1 - I - 2012. シロオビフユシャクlり

安城市今池町 安城市立今池小学校
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クロナガオサムシがパンチュ ー トラップに来ること
小 鹿 亨

ク ロ ナ ガ オ サ ム シLepcocarabus procerulus 、

procerulus (Chaudoir. 1862)は、 愛知県内の山間部

では普通に見られる オサムシで、 プラスチックの

コップなどを使用した 通常のベイト ・ トラップに

よく入ってくる c

箪者は哺乳類の調査に同行する機会が多くあ

り、 その際に使用されるいわゆる パ ンチュ ー ・ ト

ラップと呼称されるネズミ類を捕獲する樹脂製の

トラップに、 本種がかかっている場面を目撃して

いる。 パンチュ ー ・ トラップでネズミ類の誘因物

として使用しているのは、 生ピ ー ナッツで全くの

植物性のエサである。肉食性の昆虫 とばかり思っ
-,-'‘たので、 はじめは「偶然」と考えていた。し

かしながら、 こうしたケ ースを複数回目撃してお

り、 単な る偶然ではないように思 われる。50個程

度のパンチュ ー ・ トラップに対して 、 2~ 3個程

度 にクロナガオサムシが入っていた。

2011.8.14 農田市御所貝津町

写真のように2頭の入っているケ ー ス も あっ

た。 なお、 トラップに入った クロナガオサムシ は

全て 放逐した。 パ ンチュ ー ・トラップは他の季節

にも 実施されているが、 以下のデー タが示すよう

に、 全て8月に集中していることがわかる。

《デー タ》14 - VIII - 2011 豊田市御所貝津町 1 d'1辛

27 - �ID - 2011 豊田市阿蔵町 3 d'1早

1 - VIII - 2010 悲田市面ノ木峠付近 1 d'1早 

シリーズ・昆虫と私(1

小学4年生のとき 姉に買っていただいた 一冊

の昆虫図鑑の影響から， 次第に採集や標本作りに

夢中になっていきました。ある年 ， 市内の古書店

で小山長雄先生の「昆虫の実験」を購入 したこと

から， 昆虫教室のある大学への進学を強く意識す

る ようになりました。

そのころ岡崎市康生町のオカダヤ店で「沖縄の

蝶と三河の昆虫展」を見学して大きな感動を覚え

ました。大平先生の名前を始めて知ったのもその

と きでした 。

昭和41年の4月に、 愛知教育大学に入学して ，

昆虫 研究室での4年間は大変充実した もので， 中

でも愛知教育大学東南アジア自然科学調査団へ隊

員と しての参加は一 生忘れられない経験でした。

昭和45年 4月に県立農業高校に就職 ， 以降10年

間は， 農業害虫が研究の

対象でしたが その後に

理科（生物）に転科してか

らは， ＇‘昆虫の教材化
”

の

視点からクロゴキブリや

キイロショウジョウバエ

の飼育 ， 水生昆虫類を指

標にした水質調査などが

久 永 和 彦

中心でした。 また ． アオマツムシの分布調査をし

て ， NHK教育テレビ向け番組「小さな侵入者」

で放映されました 。 これも今では懐かしい思い出

になっています。これからも昆虫を通して生命の

神秘さを追い続けて行きたいと 思っています。
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|二直薪シリ ーズ・昆虫と私(1 3,1云 ～1

昆虫にかかわったのは愛知学芸大学の3年の時、

昆虫教室に入ってからである。大学に入ってから

ネットを振り回すとは思っても見なかった。大学

卒業後も継続し、30歳の時、八重山自然調査隊に

参加した。翌年から、学校人間となり、その後、

昆虫とは無縁の社会に生きてきた。

退職・嘱託を終えるとき、今後は昆虫採集と考

えたが、33年間のプランクは大きかった。私が採

集に熱中した頃から、昆虫の分野は進化していた。

甲虫の1cm以下の同定 、専門書購入、ケ ー ス

の睛入、標本作りとケ ー ス置き場の確保等を考え

ると 昆虫採染の再開は無理と判断した。

6 3歳から、春は愛知の山、夏は信‘}|·Iや他の山、

秋はアサキマダラ、冬は富士山が見える山登り。

昆虫採集に変えて 150 山ほど登頂した。
70歳の時、椎間板ヘルニアで手術をし、山登り

はダウンしなくてはならなくなった。

次に思いついたのは、ある程度の体力維持の散

歩を活用することである。幸い在住地は山麓の農

村地域である。リコ ー の
デジカメを購入して、当

地の蝶と自生植物の画像

撮影に熱中した。

蝶の標本管理は手間が

かかりすぎるが画像なら

ば優しい。欠点もある。3

年過ぎ、蝶は40種、植物

は 自生種628種、 植栽

伊藤昭博

615種、他の山登り関係も含めて2000画像をホ ー

ムペ ー シ（インター ネットで公開はしない）作り

の技術を使い、CD盤に焼き付けた。

大平先生日く、「虫屋は変人が多い」と言われ

たが、 昆虫を通して多くの人と交流を深めたこと

は大きな意義があった。

最後に、魚眼レンズを使って蝶の舞を撮りたい。

空中での蝶の動きは最も美しいのではないか。

シリ ーズ・昆虫と私(1

私は， 小学校4年生の夏休みの自由研究として ，

家の近くにある岡崎公園で集めたチョウを出品

し， その後も研究を続けるようになりました 。

中学 3年生のときに宮路山頂で採集したギフチ

ョウ， 高校2年生のとき浅間山頂部の草原で乱舞

していたミヤマモンキチョウ． 高校 3年のときの

信濃大町扇沢で雪渓上を飛ぶクモマツマキチョ

ウ． 大学3年生のとき台湾・墾丁国家公園で採集

したキシタアゲハ ， 大学3年生のときマレー シア

のタパで焦団吸水していたアカエリトリバネアゲ

ハ ， 大学4年のとき沖縄県名護市で見つけたフタ

オチョウ． 教師になって5年目に作手村で見つけ

たゴマシジミなど， 一生忘れない記憶になって残

っています。

今は自宅にある標本箱

の中から， 毎週2箱を学

校で展示しています。そ

の成果なのか ， 虫好きな

生徒が多くなり ， 放課に

なると． 校庭で網や虫カ

ゴを持っている子供たち

や虫のことを聞きに来る

杉坂美典

子供が増えてきました 0 -1 
今後は． 定年退職後に台湾や沖縄や北海道に出

かけて ， 再びありし日のチョウたちに出会うのを

楽しみにしています。




